
 

  

認知症になった場合に、その進行にあ

わせて、いつ、どこで、どのような医

療・介護サービスを受けることができ

るのか、具体的な機関名やケア内容等

を提示する「認知症ケアパス」を作成

すべき。	

	

	

平成28年度内の作成・配布を目指す。	

	

「認知症サポーター」は、「養成講座」

を受講して認知症について正しく理解

し、地域で暮らす認知症の人や家族を

温かく見守る応援者だが、「認知症サ

ポーター養成講座」開催がひとめでわ

かる、一覧表をホームページに掲載す

べき。	

積極的な情報発信を行う。	

京王堀之内駅近くの	

新たな学童保育所定員	

は。	

	

放課後子ども教室の担い	

手が見つからない地域では、学童を運

営している指定管理者に放課後子ど

も教室も運営して欲しい。	

	

	

胃内視鏡検査の導入について	

議論が重ねられているようだ。	

	

	

質問 

質問 

答弁 

答弁 

質問 

質問 

答弁 
答弁 
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40人程度を予定して	

いる。	

	

質問 
2025 年には 65 歳以上の高齢者の、5

人に 1 人が認知症になるという推計

が出ている。認知症グループホームは

現在、居住費と食費が介護保険事業の

補助対象外であり、利用料は特別養護

老人ホームのほぼ 2 倍と大変	高額で

ある。低所得世帯にとって利用しやす

くなるよう、家賃軽減を行うべき。	

答弁 平成30年度から実施する。	

	

質問 

1

様々な運営主体を活用した放課後、子

ども教室の拡充に取り組んでいく。	
答弁 

胃がん検診の受診率は、ピロリ菌の無

料検査を導入した40歳では、昨年で

2.6倍、2年前からは10倍に増加した。

今後の胃がん検診の動向は。	

	

	

内視鏡検査が導入されれば、	

胃がんのみならず、食道がん等も発見

の可能性が	広がる。国のがん検診の

指針に入ったら速やかに導入すべき。	

要望 

要望 

昨年の大雪の経験をふまえて、本市は

どのような対策をされたのか	
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質問 
現在、八王子に皆無の、重症心身障害

者のショートステイや、グループホー

ムの整備を早急にすべき。	

	

	

答弁 

答弁 
東京都市長会を通じて要望している

が、市としても、事業者に働きかける。	

質問 

ホイルローダーなどの重機やトラッ

ク、除雪機を配備。燃料代などに、	

1 回あたり 15000 円を限度に補助す

る制度を導入。自主防災組織の資機

材助成品目の中に、除雪用スコップ

や除雪機などを新たに追加した。	

要望 
除雪が大きな課題だが、「学園都市」

の利点を生かし、市内の大学に申し入

れをして、大学生の皆様の力をお借り

することを検討してもらいたい。	

	

☆一般質問☆	

☆総括質疑☆	
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ホームページをリニューアルしました！QR コードで、簡単アクセス！ 
    http://www.komei.or.jp/km/hachioji-minobe-yayoi/ （ブログ更新中！） 

 

 


